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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）第四級アンモニウム化合物；（ｂ）カチオン性多糖；（ｃ）非イオン性多糖；お
よび（ｄ）芳香材または香料を、組成物に添加することにより組成物の香りまたは芳香寿
命を向上させる方法。
【請求項２】
　カチオン性多糖が、カチオン性グアーである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　非イオン性多糖が、非イオン性グアーである、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　カチオン性多糖が、１００，０００ダルトン～１，５００，０００ダルトンの平均分子
量を有する、請求項１または３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　第四級アンモニウム化合物が、一般式（Ｉ）：
　［Ｎ＋（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）（Ｒ４）］ｙＸ－　（Ｉ）
（式中：同じもしくは異なるものであってもよい、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、ヘテ
ロ原子またはエステルもしくはアミド基を任意選択的に含有する、Ｃ１～Ｃ３０炭化水素
基であり；
　Ｘは、アニオンであり；
　ｙは、Ｘの原子価である）
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を有する、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　第四級アンモニウム化合物が、一般式（ＩＩ）：
［Ｎ＋（Ｒ５）２（Ｒ６）（Ｒ７）］ｙＸ－　（ＩＩ）
（式中：
　Ｒ５は、脂肪族Ｃ１６～２２基であり；
　Ｒ６は、Ｃ１～Ｃ３アルキル基であり；
　Ｒ７は、Ｒ５またはＲ６であり；
　Ｘは、アニオンであり；
　ｙは、Ｘの原子価である）
を有する、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　第四級アンモニウム化合物が、一般式（ＩＩＩ）：
［Ｎ＋（（ＣＨ２）ｎ－Ｔ－Ｒ８）２（Ｒ８）（Ｒ９）］ｙＸ－　（ＩＩＩ）
（式中：
　Ｒ９基は独立して、Ｃ１～Ｃ４アルキルまたはヒドロキシルアルキル基から選択され；
　Ｒ８基は独立して、Ｃ１～Ｃ３０アルキルまたはアルケニル基から選択され；
　Ｔは、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－であり；
　ｎは、０～５の整数であり；
　Ｘは、アニオンであり；
　ｙは、Ｘの原子価である）
を有する、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　第四級アンモニウム化合物が、一般式（ＩＶ）：
［Ｎ＋（Ｃ２Ｈ４－ＯＯＣＲ１０）２（ＣＨ３）（Ｃ２Ｈ４－ＯＨ）］（ＣＨ３）ｚＳＯ

４
－　（ＩＶ）

（式中、Ｒ１０は、Ｃ１２～Ｃ２０アルキル基であり；
　ｚは、１～３の整数である）
を有する、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　第四級アンモニウム化合物が、
　ＴＥＴ：ジ（牛脂カルボキシエチル）ヒドロキシエチルメチルアンモニウムメチルスル
フェート；
　ＴＥＯ：ジ（オレオカルボキシエチル）ヒドロキシエチルメチルアンモニウムメチルス
ルフェート；
　ＴＥＳ：ジステアリルヒドロキシエチルメチルアンモニウムメチルスルフェート；
　ＴＥＨＴ：ジ（水素化牛脂－カルボキシエチル）ヒドロキシエチルメチルアンモニウム
メチルスルフェート；
　ＴＥＰ：ジ（パルミチン酸カルボキシエチル）ヒドロキシエチルメチルアンモニウムメ
チルスルフェート；
　ＤＥＥＤＭＡＣ：ジメチルビス［２－［（１－オキソオクタデシル）オキシ］エチル］
アンモニウムクロリド；および
　ＤＨＴ：二水素化牛脂ジメチルアンモニウムクロリド
からなる群から選択される、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　組成物が、組成物の総重量を基準として０．０１～１０重量％の芳香材または香料を含
む、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　組成物が、組成物の総重量を基準として０．１～５重量％の芳香材または香料を含む、
請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法。
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【請求項１２】
　組成物中の第四級アンモニウム化合物の量と、組成物中のカチオン性多糖および非イオ
ン性多糖の総重量との比が、１００：１～２：１である、請求項１～１１のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項１３】
　組成物中の第四級アンモニウム化合物の量と、組成物中のカチオン性多糖および非イオ
ン性多糖の総重量との比が、３０：１～５：１である、請求項１～１２のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１４】
　組成物が、無機塩をさらに含む、請求項１～１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　組成物が、布帛コンディショニング組成物である、請求項１～１４のいずれか一項に記
載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２０１４年６月１８日出願の欧州特許出願第１４１７３００５．１号に対す
る優先権を主張するものであり、この出願の全内容は、あらゆる目的のために参照により
本明細書に援用される。
【０００２】
　本発明は、第四級アンモニウム化合物、カチオン性多糖、非イオン性多糖および芳香材
または香料を少なくとも含む、組成物、特に布帛コンディショニング組成物の使用方法に
関する。特に、第四級アンモニウム化合物は、生分解性第四級アンモニウム化合物である
。
【背景技術】
【０００３】
　先行技術についての以下の考察は、本発明を適切な技術的前後関係に置き、そしてその
利点がより十分に理解されることを可能にするために提供される。しかし、本明細書の全
体にわたっての先行技術のいかなる考察も、そのような先行技術が広く知られているかま
たは当該分野における共通の一般知識の一部を形成するという明確なまたは暗黙の了解と
見なされるべきではないことは十分理解されるべきである。
【０００４】
　布帛コンディショニング組成物は、布帛を柔らかくするために、そしてそれらに良い匂
いを付与するために洗濯プロセスのリンスサイクルに添加することができる。従来、布帛
コンディショニング系は、クォートとも名付けられる、第四級アンモニウム化合物、とり
わけセトリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ビス（ステアロイ
ル－オキシ－エチル）Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ビス（タロウイ
ル－オキシ－エチル）Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ビス（ステアロ
イル－オキシ－エチル）Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）Ｎ－メチルアンモニウムメチルス
ルフェートまたは１，２－ジ（ステアロイル－オキシ）－３－トリメチルアンモニウムプ
ロパンクロリドをベースとしている。
【０００５】
　しかし、クォートは、生分解するのが困難であることが知られており、したがって生態
毒性を示す。当業界において他のコンディショニング系に切り替えるという一般的な傾向
がある。１つの選択肢は、より良好な生分解性およびより低い生態毒性を提供するエステ
ルクォートを使用することである。それにもかかわらず、エステルクォートに関連した１
つの問題は、エステルクォートが布帛コンディショニング組成物中に高レベルで存在する
場合に特に、そのような化合物の安定性が満足できるものではないことであり、それは、
その生分解性性質に起因し得る。したがって、良好な安定性および優れた柔軟化性能を提
供する組成物を提供することが必要とされている。
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【０００６】
　他方では、芳香材または香料が多くの場合、快適な匂いを被洗濯布帛に提供するために
布帛コンディショニング組成物へ組み込まれる。１つの問題は、標的表面、例えば布帛上
へいったん吸着されると、芳香材または香料が非常に迅速に放散する傾向があることであ
る。したがって、その中に組み込まれた芳香材または香料が長続きする匂いを有すること
ができ、そしてその匂いが基材（布帛などの）からゆっくり放出され得る組成物を提供す
ることがまた必要とされている。この特性はしばしば、芳香材または香料の持続性、テナ
シティまたは寿命と記載されている。
【０００７】
　当技術は、布帛コンディショニング組成物へのカチオン性ポリマーの添加が様々な便益
を有することを教示している。米国特許第６，４９２，３２２号明細書、Ｍｅｇａｎらは
、生分解性ジエステル柔軟化化合物と、ガム、デンプンなどの、多糖類を含むカチオン性
ポリマーと、ある種のカチオン性合成ポリマーとを含む布帛柔軟化組成物を開示している
。
【０００８】
　優れた柔軟化性能、および向上した芳香寿命も有する組成物を提供することが必要とさ
れている。
【発明の概要】
【０００９】
　上記目的は、本発明による組成物を提供することによって満たし得ることが今や見い出
された。
【００１０】
　本発明の第１態様では、（ａ）第四級アンモニウム化合物；（ｂ）カチオン性多糖；（
ｃ）非イオン性多糖；および（ｄ）芳香材または香料を組成物に添加することによる組成
物の香りまたは芳香寿命の向上方法が提供される。
【００１１】
　一実施形態では、カチオン性多糖は、カチオン性グアーである。
【００１２】
　別の実施形態では、カチオン性多糖は、カチオン性グアーであり、非イオン性多糖は、
非イオン性グアーである。
【００１３】
　さらに別の実施形態では、カチオン性多糖は、１００，０００ダルトン～１，５００，
０００ダルトンの平均分子量を有する。
【００１４】
　さらに別の実施形態では、第四級アンモニウム化合物は、一般式（Ｉ）：
［Ｎ＋（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）（Ｒ４）］ｙＸ－　（Ｉ）
（式中：同じもしくは異なるものであってもよい、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、ヘテ
ロ原子またはエステルもしくはアミド基を任意選択的に含有する、Ｃ１～Ｃ３０炭化水素
基であり；
　Ｘは、アニオンであり；
　ｙは、Ｘの原子価である）
を有する。
【００１５】
　さらに別の実施形態では、第四級アンモニウム化合物は、一般式（ＩＩ）：
［Ｎ＋（Ｒ５）２（Ｒ６）（Ｒ７）］ｙＸ－　（ＩＩ）
（式中：
　Ｒ５は、脂肪族Ｃ１６～２２基であり；
　Ｒ６は、Ｃ１～Ｃ３アルキル基であり；
　Ｒ７は、Ｒ５またはＲ６であり；
　Ｘは、アニオンであり；
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　ｙは、Ｘの原子価である）
を有する。
【００１６】
　さらに別の実施形態では、第四級アンモニウム化合物は、一般式（ＩＩＩ）：
［Ｎ＋（（ＣＨ２）ｎ－Ｔ－Ｒ８）２（Ｒ８）（Ｒ９）］ｙＸ－　（ＩＩＩ）
（式中：
　Ｒ９基は独立して、Ｃ１～Ｃ４アルキルまたはヒドロキシルアルキル基から選択され；
　Ｒ８基は独立して、Ｃ１～Ｃ３０アルキルまたはアルケニル基から選択され；
　Ｔは、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－であり；
　ｎは、０～５の整数であり；
　Ｘは、アニオンであり；
　ｙは、Ｘの原子価である）
を有する。
【００１７】
　さらに別の実施形態では、第四級アンモニウム化合物は、一般式（ＩＶ）：
［Ｎ＋（Ｃ２Ｈ４－ＯＯＣＲ１０）２（ＣＨ３）（Ｃ２Ｈ４－ＯＨ）］（ＣＨ３）ｚＳＯ

４
－　（ＩＶ）

（式中、Ｒ１０は、Ｃ１２～Ｃ２０アルキル基であり；
　ｚは、１～３の整数である）
を有する。
【００１８】
　さらに別の実施形態では、第四級アンモニウム化合物は、
　ＴＥＴ：ジ（牛脂カルボキシエチル）ヒドロキシエチルメチルアンモニウムメチルスル
フェート；
　ＴＥＯ：ジ（オレオカルボキシエチル）ヒドロキシエチルメチルアンモニウムメチルス
ルフェート；
　ＴＥＳ：ジステアリルヒドロキシエチルメチルアンモニウムメチルスルフェート；
　ＴＥＨＴ：ジ（水素化牛脂－カルボキシエチル）ヒドロキシエチルメチルアンモニウム
メチルスルフェート；
　ＴＥＰ：ジ（パルミチン酸カルボキシエチル）ヒドロキシエチルメチルアンモニウムメ
チルスルフェート；
　ＤＥＥＤＭＡＣ：ジメチルビス［２－［（１－オキソオクタデシル）オキシ］エチル］
アンモニウムクロリド；および
　ＤＨＴ：二水素化牛脂ジメチルアンモニウムクロリド
からなる群から選択される。
【００１９】
　さらに別の実施形態では、本組成物は、組成物の総重量を基準として０．０１～１０重
量％の芳香材または香料を含む。
【００２０】
　さらに別の実施形態では、本組成物は、組成物の総重量を基準として０．１～５重量％
の芳香材または香料を含む。
【００２１】
　さらに別の実施形態では、本組成物中の第四級アンモニウム化合物の重量と、本組成物
中のカチオン性多糖および非イオン性多糖の総重量との比は、１００：１～２：１である
。
【００２２】
　さらに別の実施形態では、本組成物中の第四級アンモニウム化合物の重量と、本組成物
中のカチオン性多糖および非イオン性多糖の総重量との比は、３０：１～５：１である。
【００２３】
　さらに別の実施形態では、本組成物は、無機塩をさらに含む。
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【００２４】
　さらに別の実施形態では、本組成物は、布帛コンディショニング組成物である。
【００２５】
　本発明による方法および組成物の他の利点およびより具体的な特性は、本発明の以下の
説明を読めば明らかであろう。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　本発明の一態様では、（ａ）第四級アンモニウム化合物；（ｂ）カチオン性多糖；（ｃ
）非イオン性多糖；および（ｄ）芳香材または香料を組成物に添加することによる組成物
の香りまたは芳香寿命の向上方法が提供される。
【００２７】
　芳香材または香料を含有する上述の組成物は、従来の組成物と比べて向上した香り／芳
香性能を示すことが見出された。理論に制約されることなく、それらの有益な効果は、基
材上への、特に、布帛上への芳香材または香料の沈着を高め、芳香材または香料の放出を
徐々に延ばし、香りまたは芳香寿命（持続性）を向上させる、カチオン性多糖と、非イオ
ン性多糖と第四級アンモニウム化合物との相乗効果に起因する可能性があると考えられる
。結果として、芳香材または香料の匂いは、リンスおよび乾燥（ラインまたは機械乾燥）
工程の後に、基材、特に、布帛上に長期間かなり多いままであることができる。
【００２８】
　本発明に従って、本組成物中の第四級アンモニウム化合物の多少の割合は、組成物の柔
軟化性能へのいかなる悪影響もなしにカチオン性多糖および非イオン性多糖との置換によ
って、減らし得ることが分かった。理論に制約されることなく、第四級アンモニウム化合
物と、カチオン性多糖と非イオン性多糖との組み合わせは、柔軟化性能を向上させる点で
相乗効果を提供できるのであろうということも考えられる。
【００２９】
　特許請求の範囲を含めて、本明細書の全体にわたって、用語「１つを含む（ｃｏｍｐｒ
ｉｓｉｎｇ　ｏｎｅ）」または「を含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ　ａ）」は、特に明記し
ない限り、用語「少なくとも１つを含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ　ａｔ　ｌｅａｓｔ　ｏ
ｎｅ）」と同じ意味であると理解されるべきであり、「～」は、その両端を含むと理解さ
れるべきである。
【００３０】
　本発明との関連で、「織物ケア剤」は、デリケート布帛洗浄剤などの織物布帛のコンデ
ィショニング剤、およびコンディショナーなどの後処理剤だけでなく、洗浄剤およびクリ
ーニング剤の両方ならびに前処理剤を意味すると理解される。
【００３１】
　本発明との関連で、用語「布帛コンディショニング」は、織物布帛、材料、糸、および
織布へのいかなるコンディショニング便益も含めるために最も広い意味で本明細書では用
いられる。１つのそのようなコンディショニング便益は、布帛の柔軟化である。他の非限
定的なコンディショニング便益としては、布帛潤滑化、布帛緊張緩和、耐久プレス加工、
防しわ性、しわ低減、アイロンかけの容易さ、耐摩耗性、布帛平滑化、抗フェルト化、抗
けば立ち、みずみずしさ、外観向上、外観再生、色保護、色再生、抗収縮、着用保形、布
帛弾性、布帛引張強度、布帛引裂強度、静電気低減、吸水性または撥水性、撥染み；リフ
レッシング、抗菌、防臭；芳香新鮮さ、芳香寿命、ならびにそれらの混合が挙げられる。
【００３２】
　「アルキル」は、本明細書で用いるところでは、直鎖もしくは分岐の飽和脂肪族炭化水
素基を意味する。「アルケニル」は、本明細書で用いるところでは、少なくとも１個の二
重結合を含有する脂肪族基を意味し、「非置換アルケニル」および「置換アルケニル」を
両方とも包含することを意図し、その後者は、アルケニル基の１個もしくは複数の炭素原
子上の水素に置き換わっている置換基を有するアルケニル部分を意味する。
【００３３】
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　用語「カチオン性ポリマー」は、本明細書で用いるところでは、カチオン電荷を有する
任意のポリマーを意味する。
【００３４】
　用語「第四級アンモニウム化合物」は、本明細書で用いるところでは、少なくとも１個
の第四級化窒素を含有する化合物であって、その窒素原子が４つの有機基と結合している
化合物を意味する。第四級アンモニウム化合物は、１個もしくは複数の第四級化窒素原子
を含んでもよい。
【００３５】
　用語「カチオン性多糖」は、本明細書で用いるところでは、ｐＨ中性の水性媒体中で正
味の正電荷を多糖またはその誘導体に提供するために化学変性されている多糖またはその
誘導体を意味する。カチオン性多糖にはまた、非恒久的に帯電しているもの、例えば所与
のｐＨよりも下でカチオン性であり、そしてそのｐＨよりも上で中性であることができる
誘導体が含まれ得る。デンプン、セルロース、ペクチン、カラギーナン、グアー、キサン
タン、デキストラン、カードラン、キトサン、キチンなどの、非変性多糖類は、カチオン
電荷をそれに付与するために化学変性することができる。一般的な化学変性は、多糖骨格
に第四級アンモニウム置換基を組み込む。他の好適なカチオン性置換基としては、第一級
、第二級もしくは第三級アミノ基または第四級スルホニウムもしくはホスフィニウム基が
挙げられる。追加の化学変性としては、架橋、安定化反応（アルキル化およびエステル化
などの）、リン酸エステル化、加水分解が挙げられ得る。
【００３６】
　用語「非イオン性多糖」は、本明細書で用いるところでは、ｐＨ中性の水性媒体中で正
味の中性電荷を多糖またはその誘導体に提供するために化学変性されている多糖またはそ
の誘導体；または非変性多糖を意味する。
【００３７】
　好ましくは、第四級アンモニウム化合物は、シリコーン含有第四級アンモニウム化合物
ではない、すなわち、第四級アンモニウム化合物は、いかなるシロキサン結合（－Ｓｉ－
Ｏ－Ｓｉ－）もまたはケイ素－炭素結合も含有しない。
【００３８】
　一実施形態では、第四級アンモニウム化合物は、水分散性である。
【００３９】
　一実施形態では、本発明の第四級アンモニウム化合物は、一般式（Ｉ）：
［Ｎ＋（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）（Ｒ４）］ｙＸ－　（Ｉ）
（式中：
　同じもしくは異なるものであってもよい、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、ヘテロ原子
またはエステルもしくはアミド基を任意選択的に含有する、Ｃ１～Ｃ３０炭化水素基、典
型的にはアルキル基、ヒドロキシアルキル基またはエトキシル化アルキル基であり；
　Ｘは、アニオン、例えば、ＣｌもしくはＢｒなどの、ハライド、スルフェート、アルキ
ルスルフェート、ナイトレートまたはアセテートであり、
　ｙは、Ｘの原子価である）
の化合物である。
【００４０】
　一実施形態では、第四級アンモニウム化合物は、ジアルキルクォートなどの、アルキル
クォート、またはジアルキルジエステルクォートなどのエステルクォートである。
【００４１】
　ジアルキルクォートは、一般式（ＩＩ）：
［Ｎ＋（Ｒ５）２（Ｒ６）（Ｒ７）］ｙＸ－　（ＩＩ）
（式中：
　Ｒ５は、脂肪族Ｃ１６～２２基であり；
　Ｒ６は、Ｃ１～Ｃ３アルキル基であり；
　Ｒ７は、Ｒ５またはＲ６であり；
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　Ｘは、アニオン、例えば、ＣｌもしくはＢｒなどのハライド、スルフェート、アルキル
スルフェート、ナイトレートまたはアセテートであり；
　ｙは、Ｘの原子価である）
の化合物であってもよい。
【００４２】
　ジアルキルクォートは好ましくは、ジ－（硬化牛脂）ジメチルアンモニウムクロリドで
ある。
【００４３】
　一実施形態では、第四級アンモニウム化合物は、一般式（ＩＩＩ）：
［Ｎ＋（（ＣＨ２）ｎ－Ｔ－Ｒ８）２（Ｒ８）（Ｒ９）］ｙＸ－　（ＩＩＩ）
（式中：
　Ｒ９基は独立して、Ｃ１～Ｃ４アルキル基またはヒドロキシルアルキル基から選択され
；
　Ｒ８基は独立して、Ｃ１～Ｃ３０アルキル基またはアルケニル基から選択され；
　Ｔは、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－であり；
　ｎは、０～５の整数であり；
　Ｘは、アニオン、例えば、クロリド、ブロミド、ナイトレートまたはメトスルフェート
であり；
　ｙは、Ｘの原子価である）
の化合物である。
【００４４】
　一実施形態では、第四級アンモニウム化合物は、窒素頭部基に、より好ましくは少なく
とも１つのエステル結合によって連結された２つのＣ１２～２８アルキル基またはアルケ
ニル基を含む。別の実施形態では、第四級アンモニウム化合物は、存在する２つのエステ
ル結合を有する。
【００４５】
　好ましくは、アルキル基またはアルケニル基の平均鎖長は、少なくともＣ１４、より好
ましくは少なくともＣ１６である。さらにより好ましくは、その鎖の少なくとも半分は、
Ｃ１８の長さを有する。
【００４６】
　一実施形態では、分岐度、とりわけ中間鎖分岐度は、本発明の範囲内であるが、アルキ
ル鎖またはアルケニル鎖は主として線状である。
【００４７】
　一実施形態では、エステル第四級アンモニウム化合物は、一般式（ＩＶ）：
［Ｎ＋（Ｃ２Ｈ４－ＯＯＣＲ１０）２（ＣＨ３）（Ｃ２Ｈ４－ＯＨ）］（ＣＨ３）ｚＳＯ

４
－　（ＩＶ）

（式中、Ｒ１０は、Ｃ１２～Ｃ２０アルキル鎖であり；
　ｚは、１～３の整数である）
のトリエタノールアミンベースの第四級アンモニウムである。
【００４８】
　本発明の第四級アンモニウム化合物はまた、様々な第四級アンモニウム化合物の混合物
、とりわけ例えばモノ－、ジ－およびトリ－エステル成分の混合物またはモノ－、および
ジ－エステル成分の混合物であってもよく、ここで、例えばジエステル第四級の量は、第
四級アンモニウム化合物の総量を基準として３０～９９重量％に含まれる。
【００４９】
　好ましくは、第四級アンモニウム化合物は、モノ－、ジ－およびトリ－エステル成分の
混合物であり、ここで：
　－　ジエステル第四級の量は、第四級アンモニウム化合物の総量を基準として３０～７
０重量％、好ましくは４０～６０重量％に含まれ、
　－　モノエステル第四級の量は、第四級アンモニウム化合物の総量を基準として１０～
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６０重量％、好ましくは２０～５０重量％に含まれ、
　－　トリエステル第四級の量は、第四級アンモニウム化合物の総量を基準として１～２
０重量％に含まれる。
【００５０】
　あるいは、第四級アンモニウム化合物は、モノ－およびジ－エステル成分の混合物であ
り、ここで：
　－　ジエステル第四級の量は、第四級アンモニウム化合物の総量を基準として３０～９
９重量％、好ましくは５０～９９重量に含まれ、
　－　モノエステル第四級の量は、第四級アンモニウム化合物の総量を基準として１～５
０重量％、好ましくは１～２０重量％に含まれる。
【００５１】
　本発明の好ましいエステル第四級アンモニウム化合物としては、
　ＴＥＴ：ジ（牛脂カルボキシエチル）ヒドロキシエチルメチルアンモニウムメチルスル
フェート、
　ＴＥＯ：ジ（オレオカルボキシエチル）ヒドロキシエチルメチルアンモニウムメチルス
ルフェート、
　ＴＥＳ：ジステアリルヒドロキシエチルメチルアンモニウムメチルスルフェート、
　ＴＥＨＴ：ジ（水素化牛脂－カルボキシエチル）ヒドロキシエチルメチルアンモニウム
メチルスルフェート、
　ＴＥＰ：ジ（パルミチン酸カルボキシエチル）ヒドロキシエチルメチルアンモニウムメ
チルスルフェート、および
　ＤＥＥＤＭＡＣ：ジメチルビス［２－［（１－オキソオクタデシル）オキシ］エチル］
アンモニウムクロリド
が挙げられる。
【００５２】
　一実施形態では、本発明の第四級アンモニウム化合物は、本組成物の総重量を基準とし
て０．５～２０重量％の量で存在する。別の実施形態では、本発明の第四級アンモニウム
化合物は、本組成物の総重量を基準として１～１０重量％の量で存在する。さらに別の実
施形態では、本発明の第四級アンモニウム化合物は、本組成物の総重量を基準として３～
８重量％の量で存在する。
【００５３】
　一態様では、本発明の組成物は、少なくとも１つのカチオン性多糖を含む。一実施形態
では、本組成物は、カチオン性多糖を１つのみ含む。
【００５４】
　カチオン性多糖は、多糖類、一般に天然多糖類を化学変性することによって得ることが
できる。そのような変性によって、カチオン性側の基を多糖骨格中へ導入することができ
る。一実施形態では、本発明によるカチオン性多糖によって担持されるカチオン基は、第
四級アンモニウム基である。
【００５５】
　本発明のカチオン性多糖類としては、
カチオン性グアーおよびその誘導体、カチオン性セルロースおよびその誘導体、カチオン
性デンプンおよびその誘導体、カチオン性カロースおよびその誘導体、カチオン性キシラ
ンおよびその誘導体、カチオン性マンナンおよびその誘導体、カチオン性ガラクトマンノ
ースおよびその誘導体
が挙げられるが、それらに限定されない。
【００５６】
　本発明に好適なカチオン性セルロースとしては、第四級アンモニウム基を含むセルロー
スエーテル、カチオン性セルロースコポリマーまたは水溶性第四級アンモニウムモノマー
でグラフトされたセルロースが挙げられる。
【００５７】
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　第四級アンモニウム基を含むセルロースエーテルは、仏国特許第１，４９２，５９７号
明細書に記載されており、特に、Ｄｏｗ社によって名称「ＪＲ」（ＪＲ　４００、ＪＲ　
１２５、ＪＲ　３０Ｍ）または「ＬＲ」（ＬＲ　４００、ＬＲ　３０Ｍ）で販売されるポ
リマーを含む。これらのポリマーはまた、ＣＴＦＡ辞典では、トリメチルアンモニウム基
で置換されたエポキシドと反応させられたヒドロキシエチルセルロース第四級アンモニウ
ムと定義されている。好適なカチオン性セルロースとしてはまた、Ｓｏｌｖａｙ社製のＬ
Ｒ３０００　ＫＣが挙げられる。
【００５８】
　カチオン性セルロースコポリマー、またはメタクロイル－エチルトリメチルアンモニウ
ム、メタクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムまたはジメチル－ジアリルアンモ
ニウム塩でとりわけグラフトされた、ヒドロキシアルキルセルロース、例えばヒドロキシ
メチル－、ヒドロキシエチル－またはヒドロキシプロピルセルロースなどの、水溶性第四
級アンモニウムモノマーでグラフトされたセルロースは、米国特許第４，１３１，５７６
号明細書にとりわけ記載されている。この定義に相当する市販製品は、より具体的には、
Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ社によって名称Ｃｅｌｑｕａｔ（登録商標）Ｌ　２００およびＣｅ
ｌｑｕａｔ（登録商標）Ｈ　１００で販売される製品である。
【００５９】
　本発明に好適なカチオン性デンプンとしては、Ｐｏｌｙｇｅｌｏ（登録商標）で販売さ
れる製品（Ｓｉｇｍａ製のカチオン性デンプン）、Ｓｏｆｔｇｅｌ（登録商標）、Ａｍｙ
ｌｏｆａｘ（登録商標）およびＳｏｌｖｉｔｏｓｅ（登録商標）で販売される製品（Ａｖ
ｅｂｅ製のカチオン性デンプン）、Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ製のＣＡＴＯが挙げ
られる。
【００６０】
好適なカチオン性ガラクトマンノースとしては、例えば、フェヌグリークガム（Ｆｅｎｕ
ｇｒｅｅｋ　Ｇｕｍ）、コンニャクガム（Ｋｏｎｊａｃ　Ｇｕｍ）、タラガム（Ｔａｒａ
　Ｇｕｍ）、カシアガム（Ｃａｓｓｉａ　Ｇｕｍ）が挙げられる。
【００６１】
　一実施形態では、カチオン性多糖は、カチオン性グアーである。グアーは、糖ガラクト
ースおよびマンノースからなる多糖類である。その骨格は、β１，４－結合したマンノー
ス残基の線状鎖であり、それにガラクトース残基があらゆる第二のマンノースに１，６－
結合して、短い分岐を形成している。本発明の脈絡内で、カチオン性グアーは、グアーの
カチオン性誘導体である。
【００６２】
　カチオン性グアーなどの、カチオン性多糖の場合に、カチオン基は、３つの基を有する
第四級アンモニウム基であってもよく、それらの基は、同一もしくは異なっていてもよく
、好ましくは水素、アルキル、ヒドロキシアルキル、エポキシアルキル、アルケニル、ま
たはアリールから選ばれ、好ましくは１～２２個の炭素原子、より特に１～１４個、有利
には１～３個の炭素原子を含有する。対イオンは一般に、ハロゲンである。ハロゲンの一
例は、塩素である。
【００６３】
　第四級アンモニウム基の例としては、３－クロロ－２－ヒドロキシプロピルトリメチル
アンモニウムクロリド（ＣＨＰＴＭＡＣ）、２，３－エポキシプロピルトリメチルアンモ
ニウムクロリド（ＥＰＴＡＣ）、ジアリルジメチルアンモニウムクロリド（ＤＭＤＡＡＣ
）、ビニルベンゼントリメチルアンモニウムクロリド、トリメチルアンモニウムエチルメ
タクリラートクロリド、メタクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリド（Ｍ
ＡＰＴＡＣ）、およびテトラアルキルアンモニウムクロリドが挙げられる。
【００６４】
　カチオン性グアーなどの、カチオン性多糖類におけるカチオン性官能基の一例は、対イ
オンありの、トリメチルアミノ（２－ヒドロキシル）プロピルである。クロリド、フルオ
リド、ブロミド、およびヨージドなどの、ハライド、スルフェート、ノトレート（ｎｏｔ



(11) JP 6535352 B2 2019.6.26

10

20

30

40

50

ｒａｔｅ）、メチルスルフェート、およびそれらの混合物を含むが、それらに限定されな
い、様々な対イオンを利用することができる。
【００６５】
　本発明のカチオン性グアーは、
　カチオン性ヒドロキシエチルグアー、カチオン性ヒドロキシプロピルグアー、カチオン
性ヒドロキシブチルグアーなどの、カチオン性ヒドロキシアルキルグアー、ならびに
　カチオン性カルボキシメチルグアーなどのカチオン性カルボキシアルキルグアー、カチ
オン性カルボキシルプロピルグアーおよびカチオン性カルボキシブチルグアーなどのカチ
オン性アルキルカルボキシグアー、カチオン性カルボキシメチルヒドロキシプロピルグア
ー
からなる群から選ばれてもよい。
【００６６】
　一実施形態では、本発明のカチオン性グアーは、グアーヒドロキシプロピルトリモニウ
ムクロリドまたはヒドロキシプロピルグアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリドで
ある。
【００６７】
　本発明の、カチオン性グアーなどの、カチオン性多糖は、１００，０００ダルトン～３
，５００，０００ダルトン、好ましくは１００，０００ダルトン～１，５００，０００ダ
ルトン、より好ましくは１００，０００ダルトン～１，０００，０００ダルトンの平均分
子量（Ｍｗ）を有してもよい。
【００６８】
　一実施形態では、本組成物は、組成物の総重量を基準として０．０５～１０重量％の本
発明によるカチオン性多糖を含む。別の実施形態では、本組成物は、組成物の総重量を基
準として０．０５～５重量％のカチオン性多糖を含む。さらに別の実施形態では、本組成
物は、組成物の総重量を基準として０．２～２重量％のカチオン性多糖を含む。
【００６９】
　本出願との関連で、カチオン性グアーなどの、カチオン性多糖類の用語「置換度（ＤＳ
）」は、１単糖単位当たりの置換されたヒドロキシル基の平均数である。ＤＳはとりわけ
、１単糖単位当たりのカルボキシメチル基の数を表してもよい。ＤＳは、滴定によって測
定され得る。
【００７０】
　一実施形態では、カチオン性グアーなどの、カチオン性多糖のＤＳは、０．０１～１の
範囲にある。別の実施形態では、カチオン性グアーなどの、カチオン性多糖のＤＳは、０
．０５～１の範囲にある。さらに別の実施形態では、カチオン性グアーなどの、カチオン
性多糖のＤＳは、０．０５～０．２の範囲にある。
【００７１】
　本出願との関連で、カチオン性グアーなどの、カチオン性多糖類の「電荷密度（ＣＤ）
」は、ポリマーを構成するモノマー単位上の正電荷の数対前記モノマー単位の分子量の比
を意味する。
【００７２】
　一実施形態では、カチオン性グアーなどの、カチオン性多糖のＣＤは、０．１～３（ミ
リ当量／グラム）の範囲にある。別の実施形態では、カチオン性グアーなどの、カチオン
性多糖のＣＤは、０．１～２（ミリ当量／グラム）の範囲にある。さらに別の実施形態で
は、カチオン性グアーなどの、カチオン性多糖のＣＤは、０．１～１（ミリ当量／グラム
）の範囲にある。
【００７３】
　一態様では、本発明の組成物は、少なくとも１つの非イオン性多糖を含む。一実施形態
では、本組成物は、ただ１つの非イオン性多糖を含む。
【００７４】
　非イオン性多糖は、変性非イオン性多糖または非変性の非イオン性多糖であることがで
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きる。変性非イオン性多糖は、ヒドロキシアルキル化を含んでもよい。本発明との関連で
、変性非イオン性多糖類のヒドロキシアルキル化度（モル置換またはＭＳ）は、多糖類上
に存在する遊離ヒドロキシル官能基の数によって消費されたアルキレンオキシド分子の数
を意味する。一実施形態では、変性非イオン性多糖のＭＳは、０～３の範囲にある。別の
実施形態では、変性非イオン性多糖のＭＳは、０．１～３の範囲にある。さらに別の実施
形態では、変性非イオン性多糖のＭＳは、０．１～２の範囲にある。
【００７５】
　本発明の非イオン性多糖は、グルカン、変性もしくは非変性デンプン（例えば、穀類、
例えばコムギ、トウモロコシもしくはコメに由来するもの、野菜、例えば黄エンドウ、お
よび根茎、例えばジャガイモまたはキャッサバに由来するものなどの）、アミロース、ア
ミロペクチン、グリコーゲン、デキストラン、セルロースおよびその誘導体（メチルセル
ロース、ヒドロキシアルキルセルロース、エチルヒドロキシエチルセルロース）、マンナ
ン、キシラン、リグニン、アラバン、ガラクタン、ガラクツロナン、キチン、キトサン、
グルクロノキシラン、アラビノキシラン、キシログルカン、グルコマンナン、ペクチン酸
およびペクチン、アラビノガラクタン、カラギーナン、寒天、アラビアガム、トラガカン
トガム、ガッチガム、カラヤガム、カロブガム、グアーおよびその非イオン性誘導体（ヒ
ドロキシプロピルグアー）などのガラクトマンナン、ならびにそれらの混合物からとりわ
け選ばれてもよい。
【００７６】
　とりわけ使用されるセルロース類の中に、ヒドロキシエチルセルロースおよびヒドロキ
シプロピルセルロースがある。Ａｑｕａｌｏｎ社によって名称Ｋｌｕｃｅｌ（登録商標）
ＥＦ、Ｋｌｕｃｅｌ（登録商標）Ｈ、Ｋｌｕｃｅｌ（登録商標）ＬＨＦ、Ｋｌｕｃｅｌ（
登録商標）ＭＦおよびＫｌｕｃｅｌ（登録商標）Ｇで、ならびにＡｍｅｒｃｈｏｌ社によ
ってＣｅｌｌｏｓｉｚｅ（登録商標）Ｐｏｌｙｍｅｒ　ＰＣＧ－１０で、ならびにＡｓｈ
ｌａｎｄ社によってＨＥＣ、ＨＰＭＣ　Ｋ２００、ＨＰＭＣ　Ｋ３５Ｍで販売される製品
が言及され得る。
【００７７】
　一実施形態では、非イオン性多糖は、非イオン性グアーである。非イオン性グアーは、
変性または非変性であることができる。非変性の非イオン性グアーとしては、Ｕｎｉｐｅ
ｃｔｉｎｅ社によって名称Ｖｉｄｏｇｕｍ（登録商標）ＧＨ　１７５で、ならびにＳｏｌ
ｖａｙ社によって名称Ｍｅｙｐｒｏ（登録商標）－Ｇｕａｒ　５０およびＪａｇｕａｒ（
登録商標）Ｃで販売される製品が挙げられる。変性非イオン性グアーはとりわけ、Ｃ１～
Ｃ６ヒドロキシアルキル基で変性されている。言及されてもよいヒドロキシアルキル基の
中に、例えば、ヒドロキシメチル、ヒドロキシエチル、ヒドロキシプロピルおよびヒドロ
キシブチル基がある。これらのグアーは、先行技術において周知であり、ヒドロキシプロ
ピル基で変性されたグアーを得るために、例えば、プロピレンオキシドなどの相当するア
ルケンオキシドをグアーと反応させることによって、例えば、製造することができる。
【００７８】
　本発明の、非イオン性グアーなどの、非イオン性多糖は、１００，０００ダルトン～３
，５００，０００ダルトン、好ましくは５００，０００ダルトン～３，５００，０００ダ
ルトンの平均分子量（Ｍｗ）を有してもよい。
【００７９】
　一実施形態では、本組成物は、組成物の総重量を基準として０．０５～１０重量％の本
発明による非イオン性多糖を含む。別の実施形態では、本組成物は、組成物の総重量を基
準として０．０５～５重量％の非イオン性多糖を含む。さらに別の実施形態では、本組成
物は、組成物の総重量を基準として０．２～２重量％の非イオン性多糖を含む。
【００８０】
　一実施形態では、本組成物中の第四級アンモニウム化合物の重量と、本組成物中のカチ
オン性多糖および非イオン性多糖の総重量との比は、１００：１～２：１、より好ましく
は３０：１～５：１である。
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【００８１】
　一実施形態では、本組成物中のカチオン性多糖の重量と、本組成物中の非イオン性多糖
の重量との比は、１：１０～１０：１、より好ましくは１：３～３：１である。
【００８２】
　本発明の別の態様では、本組成物は、芳香材または香料をさらに含んでもよい。
【００８３】
　本明細書で用いるところでは、用語「芳香材または香料」は、所望の嗅覚特性を有し、
かつ、本質的に非毒性である任意の有機物質または組成物を意味する。そのような物質ま
たは組成物は、香料に、または家庭用組成物（洗濯洗剤、布帛コンディショニング組成物
、石鹸、多目的クリーナー、浴室クリーナー、床クリーナー）またはパーソナルケア組成
物に一般に使用されるすべての芳香材または香料を包含する。関連する化合物は、起源が
天然、半合成または合成であってもよい。
【００８４】
　好ましい芳香材および香料は、炭化水素、アルデヒドまたはエステルを含む部類の物質
に割り当てられてもよい。芳香材および香料はまた、構成要素、すなわち、アーモンド、
リンゴ、サクランボ、ブドウ、西洋ナシ、パイナップル、オレンジ、レモン、イチゴ、ラ
ズベリーなどのフルーツ；ジャコウ；ラベンダー、ジャスミン、ユリ、モクレン、バラ、
アイリス、カーネーションなどの花の香り；ローズマリー、タイム、セージなどのハーブ
の香り；マツ、トウヒ、シーダーなどの森林の香りの複雑な混合物を含んでもよい、天然
抽出物および／またはエッセンスを包含する。
【００８５】
　合成および半合成芳香材および香料の非限定的な例は：
７－アセチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ－１，１，６，７－テト
ラメチルナフタレン、α－ヨノン、β－ヨノン、γ－ヨノン、α－イソメチルヨノン、メ
チルセドリロン、メチルジヒドロジャスモネート、メチル１，６，１０－トリメチル－２
，５，９－シクロドデカトリエン－１－イルケトン、７－アセチル－１，１，３，４，４
，６－ヘキサメチルテトラリン、４－アセチル－６－ｔｅｒｔ－ブチル－１，１－ジメチ
ルインダン、ヒドロキシフェニルブタノン、ベンゾフェノン、メチルｂ－ナフチルケトン
、６－アセチル－１，１，２，３，３，５－ヘキサメチルインダン、５－アセチル－３－
イソプロピル－１，１，２，６－テトラメチルインダン、１－ドデカナール、４－（４－
ヒドロキシ－４－メチルペンチル）－３－シクロヘキセン－１－カルボキシアルデヒド、
７－ヒドロキシ－３，７－ジメチルオクタナール、１０－ウンデセン－１－アル、イソヘ
キセニルシクロヘキシルカルボキシアルデヒド、ホルミルトリシクロデカン、ヒドロキシ
シトロネラルとメチルアントラニレートとの縮合生成物、ヒドロキシシトロネラルとイン
ドールとの縮合生成物、フェニルアセトアルデヒドとインドールとの縮合生成物、２－メ
チル－３－（パラ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）プロピオンアルデヒド、エチルバニリン
、ヘリオトロピン、ヘキシル桂皮アルデヒド、アミル桂皮アルデヒド、２－メチル－２－
（イソプロピルフェニル）プロピオンアルデヒド、クマリン、γ－デカラクトン、シクロ
ペンタデカノリド、１６－ヒドロキシ－９－ヘキサデセン酸ラクトン、１，３，４，６，
７，８－ヘキサヒドロ－４，６，６，７，８，８－ヘキサメチルシクロペンタ－ｇ－ベン
ゾピラン、β－ナフトールメチルエーテル、アンブロキサン、ドデカヒドロ－３ａ，６，
６，９ａ－テトラメチルナフト［２，１ｂ］フラン、セドロール、５－（２，２，３－ト
リメチルシクロペンテ－３－ニル）－３－メチルペンタン－２－オール、２－エチル－４
－（２，２，３－トリメチル－３－シクロペンテン－１－イル）－２－ブテン－１－オー
ル、カリオフィレンアルコール、トリシクロデセニルプロピオネート、トリシクロデセニ
ルアセテート、サリチル酸ベンジル、セドリルアセテート、およびｔｅｒｔ－ブチルシク
ロヘキシルアセテート
である。
【００８６】
　以下のものが、特に好ましい：
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ヘキシル桂皮アルデヒド、２－メチル－３－（ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）プロピオンア
ルデヒド、７－アセチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ－１，１，６
，７－テトラメチルナフタレン、サリチル酸ベンジル、７－アセチル－１，１，３，４，
４，６－ヘキサメチルテトラリン、パラ－ｔｅｒｔ－ブチルシクロヘキシルアセテート、
メチルジヒドロジャスモネート、（β－ナフトールメチルエーテル、メチルｇ－ナフチル
ケトン、２－メチル－２－（パラ－イソプロピルフェニル）プロピオンアルデヒド、１，
３，４，６，７，８－ヘキサヒドロ－４，６，６，７，８，８－ヘキサメチルシクロペン
タ－ｇ－２－ベンゾピラン、ドデカヒドロ－３ａ，６，６，９ａ－テトラメチルナフト［
２，１ｂ］フラン、アニスアルデヒド、クマリン、セドロール、バニリン、シクロペンタ
デカノリド、トリシクロデセニルアセテートおよびトリシクロデセニルプロピオネート。
【００８７】
　他の芳香材および香料は、ペルー（Ｐｅｒｕ）バルサム、オリバナム樹脂状物質、エゴ
ノキ、ラブダナム樹脂、ナツメグ、カシア油、ベンゾイン樹脂、コリアンダー、クラリー
セージ、ユーカリ、ゼラニウム、ラベンダー、メース抽出物、ネロリ、ナツメグ、スペア
ミント、ニオイスミレ葉、バレリアンおよびラバンジンなどの、多数の源からのエッセン
シャルオイル、樹脂状物質および樹脂である。
【００８８】
　芳香材および香料のいくつかまたはすべては、カプセル化された、典型的な芳香成分で
あってもよく、芳香成分は、比較的低い沸点のそれらをカプセル化して、含めることが有
利である。低いＣｌｏｇ　Ｐを有する、好ましくは３．０未満のＣｌｏｇ　Ｐの芳香成分
（すなわち、水中へ分配されるであろうもの）をカプセル化することはまた有利である。
本明細書で用いるところでは、用語「Ｃｌｏｇ　Ｐ」は、オクタノール／水分配係数（Ｐ
）の１０を底とする計算常用対数を意味する。
【００８９】
　さらなる好適な芳香材および香料としては、フェニルエチルアルコール、テルピネオー
ル、リナロール、リナリルアセテート、ゲラニオール、ネロール、２－（１，１－ジメチ
ルエチル）シクロヘキサノールアセテート、ベンジルアセテート、およびオイゲノールが
挙げられる。
【００９０】
　芳香材または香料は、単一物質としてかまたは互いに混合して使用することができる。
【００９１】
　香料は頻繁に、溶剤または希釈剤、例えば：エタノール、イソプロパノール、ジエチレ
ングリコールモノエチルエーテル、ジプロピレングリコール、ジエチルフタレートおよび
クエン酸トリエチルを含む。
【００９２】
　一実施形態では、本組成物は、組成物の総重量を基準として０．０１～１０重量％の芳
香材または香料を含む。別の実施形態では、本組成物は、組成物の総重量を基準として０
．１～５重量％の芳香材または香料を含む。さらに別の実施形態では、本組成物は、組成
物の総重量を基準として０．１～２重量％の芳香材または香料を含む。
【００９３】
　本発明のさらに別の態様では、（ａ）第四級アンモニウム化合物；（ｂ）カチオン性多
糖；および（ｃ）芳香材または香料を組成物に添加することによる組成物の香りまたは芳
香寿命の向上方法が提供される。一実施形態では、カチオン性多糖は、ヒドロキシアルキ
ル化を含まないカチオン性多糖である。別の実施形態では、カチオン性多糖は、ヒドロキ
シアルキル化によって変性されていないカチオン性グアーである。
【００９４】
　本発明のさらに別の態様では、本組成物は、次の任意選択の原料：分散剤、安定剤、レ
オロジー変性剤、ｐＨ調整剤、着色剤、増白剤、脂肪アルコール、脂肪酸、染料、賦香剤
、プロ香料、シクロデキストリン、溶剤、防腐剤、塩素捕捉剤、抗収縮剤、布帛クリスピ
ング剤、スポッティング剤、酸化防止剤、腐食防止剤、増ちょう剤、ドレープおよびフォ
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ームコントロール剤、平滑剤、静電気制御剤、収縮制御剤、浄化剤、殺菌剤、細菌制御剤
、かび制御剤、うどん粉菌制御剤、抗ウィルス剤、抗菌剤、乾燥剤、汚染抵抗剤、防汚剤
、悪臭制御剤、布帛リフレッシング剤、塩素漂白臭気制御剤、染料固定剤、染料移動防止
剤、カラーメンテナンス剤、カラー復元／再生剤、退色防止剤、白色度エンハンサー、摩
耗防止剤、耐摩耗性剤、布帛インテグリティ剤、抗摩耗剤、泡抑制剤および泡止め剤、リ
ンス剤、ＵＶ防護剤、日光色褪せ防止剤、防虫剤、抗アレルギー剤、酵素、難燃剤、防水
剤、布帛快適剤、水質調整剤、耐ストレッチ剤、ならびにそれらの混合物の１つもしくは
複数を含んでもよい。そのような任意選択の原料は、任意の所望の順番で本組成物に添加
されてもよい。
【００９５】
　任意選択の原料に言及する際に、これが、他方では、当業者に周知である、すべての可
能性の網羅的な記載と見なされることなく、以下のものが、言及されてもよい：
ａ）シリコーン、アミンオキシド、ラウリルエーテルスルフェートもしくはラウリルスル
フェート、スルホスクシネートなどのアニオン界面活性剤、アンホアセテートなどの両性
界面活性剤、ポリソルベート、ポリグリコシド誘導体などの非イオン界面活性剤、ならび
にポリクオタニウムなどのカチオン性ポリマーなどの、組成物の柔軟化性能を向上させる
他の製品；
ｂ）組成物の０～１５重量％のレベルで典型的には使用される；例えばトリエタノールア
ミン、Ｎ－メチルジエタノールアミンなどの、第四級化されているもしくは第四級化され
ていない、短鎖を有するアミンの塩、ならびにまた、エトキシル化脂肪アルコール、エト
キシル化脂肪アミン、ポリソルベート、およびエトキシル化アルキルフェノールなどの、
非イオン界面活性剤などの、安定化製品；
ｃ）組成物が高濃度の布帛コンディショニング活性物（第四級アンモニウム化合物などの
）を含む場合に好ましくは添加される、粘度調整を改善する製品；例えば、塩化カルシウ
ム、塩化マグネシウム、硫酸カルシウム、塩化ナトリウムなどの、無機塩；グリセロール
、ポリグリセロール、エチレングリコール、ポリエチレングリコール、ジプロピレングリ
コール、他のポリグリコールなどの、グリコール型の化合物などの、濃厚組成物での安定
性を向上させるために使用することができる製品；ならびに希薄組成物用の増粘剤、例え
ば、セルロース、グアーなどに由来する天然ポリマー、またはアクリルアミドベースのポ
リマー（例えばＳＮＦ社製のＦｌｏｓｏｆｔ　２２２）、疎水変性したエトキシル化ウレ
タン（例えばＤｏｗ社製のＡｃｕｓｏｌ　８８０）などの、合成ポリマー；
ｄ）任意のタイプの無機酸および／または有機酸、例えば塩酸、硫酸、リン酸、クエン酸
などの、好ましくは２～８である、ｐＨを調整するための成分；
ｅ）テレフタレートをベースとする公知のポリマーもしくはコポリマーなどの、防汚を向
上させる試剤；
ｆ）殺菌性防腐剤；
ｇ）酸化防止剤、着色剤、香料、殺菌剤、殺真菌剤、腐食防止剤、防しわ剤、乳白剤、蛍
光増白剤、真珠光沢剤などの他の製品。
【００９６】
　本組成物は、シリコーン化合物を含んでもよい。本発明のシリコーン化合物は、線状も
しくは分岐構造のシリコーンポリマーであることができる。本発明のシリコーンは、単一
ポリマーまたはポリマーの混合物であることができる。好適なシリコーン化合物としては
、ポリアルキルシリコーン、アモノシリコーン（ａｍｏｎｏｓｉｌｉｃｏｎｅ）、シロキ
サン、ポリジメチルシロキサン、エトキシル化オルガノシリコーン、プロポキシル化オル
ガノシリコーン、エトキシル化／プロポキシル化オルガノシリコーンならびにそれらの混
合物が挙げられる。好適なシリコーンとしては、Ｗａｃｋｅｒ（登録商標）ＦＣ　２０１
およびＷａｃｋｅｒ（登録商標）ＦＣ　２０５などの、Ｗａｃｋｅｒ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
から入手可能なものが挙げられるが、それらに限定されない。
【００９７】
　本組成物は、架橋剤を含んでもよい。以下のものが、架橋剤の非制限的なリストである
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：メチレンビスアクリルアミド（ＭＢＡ）、エチレングリコールジアクリレート、ポリエ
チレングリコールジメタクリレート、ジアクリルアミド、トリアリルアミン、シアノメチ
ルアクリレート、ビニルオキシエチルアクリレートもしくはメタクリレートおよびホルム
アルデヒド、グリオキサール、エチレングリコールジグリシジルエーテルなどのグリシジ
ルエーテル型の化合物、またはエポキシドもしくは架橋を可能にする専門家によく知られ
ている任意の他の手段。
【００９８】
　本組成物は、少なくとも１つの界面活性剤系を含んでもよい。多数の供給源から商業的
に入手可能である、カチオン、非イオンおよび／または両性界面活性剤などの、様々な界
面活性剤を、本発明の組成物に使用することができる。界面活性剤の考察については、Ｋ
ｉｒｋ－Ｏｔｈｍｅｒ，Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈ
ｎｏｌｏｇｙ，Ｔｈｉｒｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，ｖｏｌｕｍｅ８，ｐａｇｅｓ９００－９１
２を参照されたい。好ましくは、本組成物は、所望のレベルの柔らかさを布帛に提供する
のに有効な量で、好ましくは約５～約１０重量％の量で界面活性剤系を含む。
【００９９】
　本組成物は、酸性染料、疎水性染料、塩基性染料、反応染料、染料結合体などの、染料
を含んでもよい。好適な酸性染料としては、アシッドブルー９８、アシッドバイオレット
５０、およびアシッドブルー５９などのアジン染料、アシッドバイオレット１７、アシッ
ドブラック１およびアシッドブルー２９などの非アジン酸性染料が挙げられる。ベンゾジ
フラン、メチン、トリフェニルメタン、ナフタルイミド、ピラゾール、ナフトキノン、ア
ントラキノンおよびモノアゾもしくはジアゾ染料発色団から選択される疎水性染料。好適
な疎水性染料は、いかなる帯電した水可溶化基も含有しないそれらの染料である。疎水性
染料は、分散染料およびソルベント染料の群から選択されてもよい。ブルーおよびバイオ
レットアントラキノンおよびモノアゾ染料が好ましい。塩基性染料は、正味の正電荷を有
する有機染料である。それらは、木綿上へ沈着する。それらは、主としてカチオン界面活
性剤を含有する組成物に使用されるために特に有用である。染料は、Ｃｏｌｏｕｒ　Ｉｎ
ｄｅｘ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌにリストアップされているベーシックバイオレット
およびベーシックブルー染料から選択されてもよい。好ましい例としては、トリアリール
メタン塩基性染料、メタン塩基性染料、アントラキノン塩基性染料、ベーシックブルー１
６、ベーシックブルー６５、ベーシックブルー６６、ベーシックブルー６７、ベーシック
ブルー７１、ベーシックブルー１５９、ベーシックバイオレット１９、ベーシックバイオ
レット３５、ベーシックバイオレット３８、ベーシックバイオレット４８；ベーシックブ
ルー３、ベーシックブルー７５、ベーシックブルー９５、ベーシックブルー１２２、ベー
シックブルー１２４、ベーシックブルー１４１が挙げられる。反応染料は、セルロースと
反応し、そして共有結合で染料をセルロースに結び付けることができる有機基を含有する
染料である。好ましくは反応性基は、加水分解されるか、または染料の反応性基は、ポリ
マーなどの有機化学種と、染料をこの化学種に結び付けるために反応している。染料は、
Ｃｏｌｏｕｒ　Ｉｎｄｅｘ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌにリストアップされているリア
クティブバイオレットおよびリアクティブブルー染料から選択されてもよい。好ましい例
としては、リアクティブブルー１９、リアクティブブルー１６３、リアクティブブルー１
８２およびリアクティブブルー、リアクティブブルー９６が挙げられる。染料結合体は、
直接染料、酸性染料または塩基性染料を、物理的力によってポリマーまたは粒子に結び付
けることによって形成される。ポリマーまたは粒子の選択に依存して、それらは、木綿ま
たは合成物質上に沈着する。説明は、国際公開第２００６／０５５７８７号パンフレット
に示されている。特に好ましい染料は、ダイレクトバイオレット７、ダイレクトバイオレ
ット９、ダイレクトバイオレット１１、ダイレクトバイオレット２６、ダイレクトバイオ
レット３１、ダイレクトバイオレット３５、ダイレクトバイオレット４０、ダイレクトバ
イオレット４１、ダイレクトバイオレット５１、ダイレクトバイオレット９９、アシッド
ブルー９８、アシッドバイオレット５０、アシッドブルー５９、アシッドバイオレット１
７、アシッドブラック１、アシッドブルー２９、ソルベントバイオレット１３、ディスパ
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ースバイオレット２７、ディスパースバイオレット２６、ディスパースバイオレット２８
、ディスパースバイオレット６３、ディスパースバイオレット７７ならびにそれらの混合
物である。本発明の固体組成物は、１つもしくは複数の香料を含んでもよい。香料は、固
体組成物の総重量を基準として、好ましくは０．０１～２０重量％、より好ましくは０．
０５～１０重量％、さらにより好ましくは０．０５～５重量％、最も好ましくは０．０５
～１．５重量％の量で存在する。
【０１００】
　本組成物は、抗菌剤を含んでもよい。抗菌剤は、ハロゲン化物質であってもよい。好適
なハロゲン化物質としては、５－クロロ－２－（２，４－ジクロロフェノキシ）フェノー
ル、ｏ－ベンジル－ｐ－クロロ－フェノール、および４－クロロ－３－メチルフェノール
が挙げられる。あるいは、抗菌剤は、非ハロゲン化物質であってもよい。好適な非ハロゲ
ン化物質としては、２－フェニルフェノールおよび２－（１－ヒドロキシ－１－メチルエ
チル）－５－メチルシクロヘキサノールが挙げられる。フェニルエーテルは、抗菌剤の１
つの好ましいサブセットである。抗菌剤はまた、ビ－ハロゲン化化合物であってもよい。
最も好ましくは、これは、４－４’ジクロロ－２－ヒドロキシジフェニルエーテル、およ
び／または２，２－ジブロモ－３－ニトリロプロピオンアミド（ＤＢＮＰＡ）を含む。
【０１０１】
　本組成物はまた、防腐剤を含んでもよい。好ましくは、皮膚感作可能性をまったく持た
ない、またはわずかに有するにすぎない防腐剤のみが使用される。例は、フェノキシエタ
ノール、３－ヨード－２－プロピニルブチルカルバメート、Ｎ－（ヒドロキシメチル）グ
リシン酸ナトリウム、ビフェニル－２－オールならびにそれらの混合物である。
【０１０２】
　本組成物はまた、酸素ならびに固体組成物へのおよび／または被処理織布への他の酸化
プロセスによって引き起こされる望ましくない変化を防ぐための酸化防止剤を含んでもよ
い。この部類の化合物としては、例えば、置換フェノール、ヒドロキノン類、ピロカテコ
ール類、芳香族アミンおよびビタミンＥが挙げられる。
【０１０３】
　本組成物は、疎水剤を含んでもよい。疎水剤は、全組成物の重量で０．０５～１．０重
量％、好ましくは０．１～０．８重量％、より好ましくは０．２～０．７、最も好ましく
は０．４～０．７重量％、例えば０．２～０．５重量％の量で存在してもよい。疎水剤は
、４～９、好ましくは４～７、最も好ましくは５～７のＣｌｏｇＰを有してもよい。
【０１０４】
　好適な疎水剤としては、脂肪酸とアルコールとの反応から誘導されるエステルが挙げら
れる。脂肪酸は好ましくは、Ｃ８～Ｃ２２の炭素鎖長を有し、飽和もしくは不飽和、好ま
しくは飽和であってもよい。いくつかの例としては、ステアリン酸、パルミチン酸、ラウ
リン酸およびミリスチン酸が挙げられる。アルコールは、線状、分岐または環状であって
もよい。線状もしくは分岐アルコールは、１～６の好ましい炭素鎖長を有する。好ましい
アルコールとしては、メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、ソル
ビトールが挙げられる。好ましい疎水剤としては、そのような脂肪酸とアルコールとから
誘導されるメチルエステル、エチルエステル、プロピルエステル、イソプロピルエステル
およびソルビタンエステルが挙げられる。
【０１０５】
　好適な疎水剤の非限定的な例としては、少なくともＣ１０からの炭素鎖長を有する脂肪
酸から誘導されるメチルエステル、少なくともＣ１０からの炭素鎖長を有する脂肪酸から
誘導されるエチルエステル、少なくともＣ８からの炭素鎖長を有する脂肪酸から誘導され
るプロピルエステル、少なくともＣ８からの炭素鎖長を有する脂肪酸から誘導されるイソ
プロピルエステル、少なくともＣ１６からの炭素鎖長を有する脂肪酸と、Ｃ１０超の炭素
鎖長のアルコールとから誘導されるソルビタンエステルが挙げられる。天然に存在する脂
肪酸は一般に、Ｃ２２以下の炭素鎖長を有する。
【０１０６】
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　いつくかの好ましい物質としては、メチルウンデカノエート、エチルデカノエート、プ
ロピルオクタノエート、イソプロピルミリステート、ソルビタンステアレートおよび２－
メチルウンデカノール、エチルミリステート、メチルミリステート、メチルラウレート、
イソプロピルパルミテートおよびエチルステアレート；より好ましくはメチルウンデカノ
エート、エチルデカノエート、イソプロピルミリステート、ソルビタンステアレート、２
－メチルウンデカノール、エチルミリステート、メチルミリステート、メチルラウレート
およびイソプロピルパルミテートが挙げられる。
【０１０７】
　そのような物質の非限定的な例としては、メチルウンデカノエート、エチルデカノエー
ト、プロピルオクタノエート、イソプロピルミリステート、ソルビタンステアレートおよ
び２－メチルウンデカノール；好ましくはメチルウンデカノエート、エチルデカノエート
、イソプロピルミリステート、ソルビタンステアレートおよび２－メチルウンデカノール
が挙げられる。
【０１０８】
　本組成物は、消泡剤を含んでもよい。消泡剤は、全組成物の重量で、および１００パー
セント泡消し活性を基準として、０．０２５～０．４５重量％、好ましくは０．０３～０
．４重量％、最も好ましくは０．０５～０．３５重量％、例えば０．０７～０．４重量％
の量で存在してもよい。多種多様な物質が消泡剤として使用されてもよく、消泡剤は、当
業者に周知である。例えば、Ｋｉｒｋ　Ｏｔｈｍｅｒ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｔｈｉｒｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，Ｖｏｌｕｍ
ｅ７，ｐａｇｅｓ４３０－４４７（Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　ａｎｄ　Ｓｏｎｓ，Ｉｎｃ．
，１９７９）を参照されたい。
【０１０９】
　好適な消泡剤としては、例えば、シリコーン消泡剤化合物、アルコール消泡剤化合物、
例えば２－アルキルアルカノール消泡剤化合物、脂肪酸、パラフィン消泡剤化合物、なら
びにそれらの混合物が挙げられる。消泡剤化合物とは、洗剤組成物の溶液によって、特に
当該溶液の攪拌の存在下で生み出される発泡または泡立ちを抑制するなどのように働く任
意の化合物または化合物の混合物を本明細書では意味する。
【０１１０】
　本明細書で使用するための特に好ましい消泡剤は、シリコーン成分を含む任意の消泡剤
化合物と本明細書で定義されるシリコーン消泡剤化合物である。多くのそのようなシリコ
ーン消泡剤化合物はまた、シリカ成分を含有する。用語「シリコーン」は、本明細書で用
いるところでは、および一般に当業界の全体にわたって、ポリジメチル－シロキサンなど
の、ポリオルガノシロキサンオイル、ポリオルガノシロキサンオイルまたは樹脂の分散系
またはエマルジョン、ならびにポリオルガノシロキサンとシリカ粒子との組み合わせであ
って、ポリオルガノシロキサンがシリカ上へ化学吸着しているかまたは融合している組み
合わせのようなシロキサン単位と様々なタイプのヒドロカルビル基とを含有する様々な比
較的高い分子量のポリマーを包含する。シリカ粒子は多くの場合、例えばトリメチルシロ
キシシリケートのように、疎水性化されている。シリコーン消泡剤は、当技術分野で周知
であり、例えば、１９８１年５月５、２５日発行の、米国特許第４，２６５，７７９号明
細書および１９９０年２月７日公開の、欧州特許出願第８９３０７８５１．９号明細書に
開示されている。他のシリコーン消泡剤化合物は、米国特許第３，４５５，８３９号明細
書に開示されている。顆粒洗剤組成物中のシリコーン泡抑制剤および泡立ち制御剤は、米
国特許第３，９３３，６７２，３５号明細書におよび１９８７年３月２４日発行の米国特
許第４，６５２，３９２号明細書に開示されている。好適なシリコーン消泡剤化合物の例
は、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ、Ｗａｃｋｅｒ　ＣｈｅｍｉｅおよびＭｏｍｅｎｔｉｖｅか
ら商業的に入手可能なポリオルガノシロキサンとシリカ粒子との組み合わせである。
【０１１１】
　他の好適な消泡剤化合物としては、脂肪族モノカルボン酸およびそれらの可溶性塩が挙
げられる。これらの物質は、米国特許第２，９５４，３４７号明細書に記載されている。
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消泡剤として使用するための、脂肪族モノカルボン酸、およびそれらの塩は典型的には、
商品名ＴＡＰＡＣで商業的に入手可能な牛脂アンホポリカルボキシグリシネートのように
約１０～約２４個の炭素原子、好ましくは約１２～約１８個の炭素原子のヒドロカルビル
鎖を有する。好適な塩としては、ナトリウム、カリウム、およびリチウム塩などのアルカ
リ金属塩、ならびにアンモニウムおよびアルカノールアンモニウム塩が挙げられる。
【０１１２】
　他の好適な消泡剤化合物としては、例えば、パラフィン、軽石油無臭炭化水素などの高
分子量炭化水素、脂肪エステル（例えば脂肪酸トリグリセリド、グリセリル誘導体、ポリ
ソルベート）、一価アルコールの脂肪酸エステル、脂肪族Ｃ１８～４０ケトン（例えばス
テアロン）、塩化シアヌルと、２または３モルの１～２４個の炭素原子を含有する第一級
または第二級アミンとの生成物として形成されるトリ－～ヘキサ－１０アルキルメラミン
またはジ－～テトラアルキルジアミンクロロトリアジンなどのＮ－アルキル化アミノトリ
アジン、プロピレンオキシド、ビスステアリン酸アミドおよびモノステアリルアルコール
ホスフェートエステルなどのモノステアリルホスフェートおよびモノステアリルジ－アル
カリ金属（例えば、Ｋ、Ｎａ、およびＬｉ）ホスフェートおよびホスフェートエステル、
ならびに非イオン性ポリヒドロキシル誘導体が挙げられる。パラフィンおよび１５ハロパ
ラフィンなどの、炭化水素は、液体形態で利用することができる。液体炭化水素は、室温
および大気圧で液体であろうし、約－４０℃～約５℃の範囲の流動点、および約１１０℃
（大気圧）以上の最低沸点を有するであろう。約１００℃よりも下の融点を好ましくは有
する、ワックス状炭化水素を利用することもまた知られている。炭化水素泡立ち抑制剤は
、例えば、米国特許第４，２６５，７７９号明細書に記載されている。したがって、炭化
水素としては、約１２～約７０個の炭素原子を有する脂肪族、脂環式、芳香族、および複
素環飽和もしくは不飽和炭化水素が挙げられる。用語「パラフィン」は、この泡立ち抑制
剤考察において用いるところでは、真のパラフィンと環状炭化水素との混合物を含むこと
を意図する。エチレンオキシドとプロピレンオキシドとのコポリマー、特に、約１０～約
１６個の炭素原子のアルキル鎖長、約３～約３０のエトキシル化度および約１～約１０の
プロポキシル化度の混合エトキシル化／プロポキシル化脂肪アルコールはまた、本明細書
で使用するための好適な消泡剤化合物である。
【０１１３】
　本明細書で有用な他の消泡剤は、第二級アルコール（例えば、独国特許第４０　２１　
２６５号明細書に記載されているような２－アルキルアルカノール）およびそのようなア
ルコールと、米国特許第４，７９８，６７９号明細書および欧州特許第１５０，８７２号
明細書に開示されているシリコーンなどの、シリコーンオイルとの混合物を含む。第二級
アルコールとしては、商品名ＩＳＯＦＯＬ１６で商業的に入手可能な２－ヘキシルデカノ
ール、商品名ＩＳＯＦＯＬ２０で商業的に入手可能な２－オクチルドデカノール、および
Ｃｏｎｄｅａから商品名ＩＳＯＦＯＬ　１２で入手可能である、２－ブチルオクタノール
のようにＣ１～Ｃ１６鎖を有するＣ６～Ｃ１６アルキルアルコールが挙げられる。好まし
いアルコールは、商品名ＩＳＯＦＯＬ　１２でＣｏｎｄｅａから入手可能である、２－ブ
チルオクタノールである。第二級アルコールの混合物は、Ｅｎｉｃｈｅｍから商品名ＩＳ
ＡＬＣＨＥＭ　１２３で入手可能である。混合消泡剤は典型的には、約１：５～約５：１
の重量比でのアルコール対シリコーンの混合物を含む。さらなる好ましい消泡剤は、Ｗａ
ｃｋｅｒ　Ｃｈｅｍｉｅから入手可能なＳｉｌｉｃｏｎｅ　ＳＲＥ銘柄ならびにＳｉｌｉ
ｃｏｎｅ　ＳＥ　４７Ｍ、ＳＥ３９、ＳＥ２、ＳＥ９およびＳＥ１０；Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎ
ｉｎｇのＢＦ２０＋、ＤＢ３１０、ＤＣ１４１０、ＤＣ１４３０、２２２１０、ＨＶ４９
５およびＱ２－１６０７；Ｂａｓｉｌｄｏｎによって供給されるＦＤ２０ＰおよびＢＣ２
６００；ならびにＭｏｍｅｎｔｉｖｅのＳＡＧ　７３０である。Ｈａｎｄ　Ｂｏｏｋ　ｏ
ｆ　Ｆｏｏｄ　Ａｄｄｉｔｉｖｅｓ，ＩＳＢＮ　０－５６６－０７５９２－Ｘ，ｐ．８０
４などの、文献に記載されている、他の好適な消泡剤は、ジメチコーン、ポロキサマー、
ポリプロピレングリコール、牛脂誘導体、およびそれらの混合物から選択される。
【０１１４】



(20) JP 6535352 B2 2019.6.26

10

20

30

40

50

　上に記載された消泡剤の中で、シリコーン消泡剤、特にポリオルガノシロキサンとシリ
カ粒子との組み合わせが好ましい。
【０１１５】
　本組成物は、不凍剤を含んでもよい。下に記載されるような不凍剤が、本組成物の凍結
回復を改善するために使用される。
【０１１６】
　不凍活性物は、４～２２、好ましくは５～２０、最も好ましくは６～２０の平均アルコ
キシル化値を有するアルコキシル化非イオン界面活性剤であってもよい。アルコキシル化
非イオン界面活性剤は、３～６、好ましくは３．５～５．５のＣｌｏｇＰを有してもよい
。そのような非イオン界面活性剤の混合物が使用されてもよい。
【０１１７】
　不凍剤として使用することができる好適な非イオン界面活性剤としては、疎水性基と反
応性水素原子とを有する化合物、例えば脂肪族アルコール、酸、またはアルキルフェノー
ルと、アルキレンオキシド、好ましくは、単独かプロピレンオキシドと一緒にかのどちら
かのエチレンオキシドとの反応生成物が特に挙げられる。
【０１１８】
　好適な不凍剤はまた、アルコール、ジオールおよびエステルから選択されてもよい。特
に好ましい追加の不凍剤は、モノプロピレングリコール（ＭＰＧ）である。本発明の非イ
オン性不凍成分の範囲外であるが、本発明の組成物にさらに含められてもよい、他の非イ
オン性不凍材としては、アルキルポリグリコシド、エトキシル化ヒマシ油、およびソルビ
タンエステルが挙げられる。
【０１１９】
　さらなる好適な不凍剤は、パラフィン、長鎖アルコールおよび幾つかのエステル、例え
ばグリセロールモノステアレート、イソブチルステアレートおよびイソプロピルパルミテ
ートなどの欧州特許第００１８０３９号明細書に開示されているものである。また、Ｃ１

０～１２イソパラフィン、イソプロピルミリステートおよびジオクチルアジペートなどの
米国特許第６，０６３，７５４号明細書に開示されている物質。
【０１２０】
　本組成物は、ポリマー粘度調整剤などの、１つもしくは複数の粘度調整剤を含んでもよ
い。好適なポリマー粘度調整剤としては、疎水変性セルロースエーテル（例えば、Ｈｅｒ
ｃｕｌｅｓのＮａｔｒｏｓｏｌ　Ｐｌｕｓ）、カチオン変性デンプン（例えば、両方とも
ＡｖｅｂｅのＳｏｆｔｇｅｌ　ＢＤＡおよびＳｏｆｔｇｅｌ　ＢＤ）などの、非イオン性
およびカチオン性ポリマーが挙げられる。特に好ましい粘度調整剤は、商品名Ｆｌｏｓｏ
ｆｔ　２００で入手可能な（ＳＮＦ　Ｆｌｏｅｒｇｅｒの）メタクリレートとカチオン性
アクリルアミドとのコポリマーである。
【０１２１】
　本組成物は、安定剤を含んでもよい。安定剤は、水不溶性のカチオン性物質と、炭化水
素、脂肪酸、脂肪エステルおよび脂肪アルコールから選択される非イオン性物質との混合
物であってもよい。
【０１２２】
　本組成物は、８～１８、好ましくは１１～１６、より好ましくは１２～１６、最も好ま
しくは１６のＨＬＢ値を有する非イオン性アルコキシル化物質であってもよい、フロック
防止剤を含んでもよい。非イオン性アルコキシル化物質は、線状もしくは分岐、好ましく
は線状であることができる。好適なフロック防止剤としては、非イオン界面活性剤が挙げ
られる。好適な非イオン界面活性剤としては、エチレンオキシドおよび／またはプロピレ
ンオキシドと、脂肪アルコール、脂肪酸および脂肪アミンとの付加生成物が挙げられる。
フロック防止剤は好ましくは、（ａ）エチレンオキシド、プロピレンオキシドおよびそれ
らの混合物から選択されるアルコキシドと、（ｂ）脂肪アルコール、脂肪酸および脂肪ア
ミンから選択される脂肪物質との付加生成物から選択される。
【０１２３】
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　本組成物は、ポリマー増粘剤を含んでもよい。好適なポリマー増粘剤は、水溶性または
水分散性である。ポリマー増粘剤のモノマーは、非イオン性、アニオン性またはカチオン
性であってもよい。以下のものは、非イオン性機能を果たすモノマーの非制限的なリスト
である：アクリルアミド、メタクリルアミド、Ｎ－アルキルアクリルアミド、Ｎ－ビニル
ピロリドン、Ｎ－ビニルホルムアミド、Ｎ－ビニルアセトアミド、酢酸ビニル、ビニルア
ルコール、アクリレートエステル、アリルアルコール。以下のものは、アニオン性機能を
果たすモノマーの非制限的なリストである：アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、ク
ロトン酸、マレイン酸、フマル酸、ならびに２－アクリルアミド－２－メチルプロパンス
ルホン酸（ＡＴＢＳ）などの、スルホン酸もしくはホスホン酸機能を果たすモノマーなど
。モノマーはまた、疎水性基を含有してもよい。好適なカチオン性モノマーは、以下のモ
ノマーおよび誘導体ならびにそれらの第四級塩または酸塩からなる群から選択される：ジ
メチルアミノプロピルメタクリルアミド、ジメチルアミノプロピルアクリルアミド、ジア
リルアミン、メチルジアリルアミン、ジアルキルアミノアルキル－アクリレートおよびメ
タクリレート、ジアルキルアミノアルキル－アクリルアミドまたは－メタクリルアミド。
【０１２４】
　本発明の組成物に特に有用なポリマー増粘剤としては、国際公開第２０１０／０７８９
５９号パンフレットに記載されているものが挙げられる。これらは、少なくとも１つのカ
チオン性モノマーと、任意選択的に他の非イオン性および／またはアニオン性モノマーと
を有する架橋した水膨潤性のカチオン性コポリマーである。このタイプの好ましいポリマ
ーは、アクリルアミドと、トリメチルアミノエチルアクリレートクロリドとのコポリマー
である。
【０１２５】
　好ましいポリマーは、全ポリマーの重量で２５パーセント未満、好ましくは２０パーセ
ント未満、最も好ましくは１５パーセント未満の水溶性ポリマーと、ポリマーに対して５
００ｐｐｍ～５０００ｐｐｍ、好ましくは７５０ｐｐｍ～５０００ｐｐｍ、より好ましく
は１０００～４５００ｐｐｍ（欧州特許第３４３８４０号明細書の８ページに記載されて
いるものなどの好適な計測法によって測定されるような）の架橋剤濃度とを含む。架橋剤
濃度は、ポリマーに対して約５００ｐｐｍ超、好ましくは使用される架橋剤がメチレンビ
スアクリルアミドである場合には約７５０ｐｐｍ超でなければならず、または他の架橋剤
である場合には１０～１０，０００ｐｐｍの当量架橋レベルをもたらす濃度でなければな
らない。
【０１２６】
　本発明の組成物は、当業者によって知られる任意の混合手段によって調製され得る。好
ましくは、本組成物は、以下の手順によって調製される：
（ｉ）カチオン性多糖と非イオン性多糖との混合物の水性分散系を提供する工程。任意選
択的に、他の添加剤がまた、水性分散系に添加されてもよい。好ましくは、攪拌および／
または加熱が本工程を容易にするために提供される。好ましい一実施形態では、多糖類の
水性分散系のｐＨ値は、酸性剤を使用することによって３．５～５の範囲にあるように調
整される。芳香材または香料が、この段階で組成物に添加されてもよい。
（ｉｉ）第四級アンモニウム化合物を、（ｉ）で得られた水性分散系と混合して、本発明
の組成物を生じさせる工程。好ましくは、第四級アンモニウム化合物は、混合前に加熱す
ることによって溶融させられる。攪拌および加熱をまた、本工程を容易にするために提供
することができる。
【０１２７】
　好ましくは、（ｉｉ）で得られる組成物のｐＨ値は、好適な酸性剤または塩基性剤を使
用することによって、２．５～８の範囲にあるように調整される。任意選択の添加剤がま
た、この段階で組成物に添加されてもよい。
【０１２８】
　本発明の組成物は、液体、液体－ゲル、ペースト様、水性形態か非水性形態かのどちら
かでの泡、および当業者によって知られる任意の他の好適な形態などの様々な物理的形態
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を取ってもよい。より良好な分散性のためには、本組成物の好ましい形態は、液体形態で
あり、水中の水性分散液の形態にある。液体形態にある場合、本組成物はまた、噴霧器ま
たはエアロゾルディスペンサーなどの分配手段で分配されてもよい。
【０１２９】
　好ましい一実施形態では、本発明の組成物は、液体布帛コンディショニング組成物であ
る。液体形態にある場合、本組成物は、標準的な（希釈された）布帛柔軟剤の場合には、
０．１重量％～２０重量％の布帛コンディショニング剤を含有してもよいが、非常に濃厚
な布帛コンディショニング組成物の場合には３０重量％もしくは実に４０重量％までのよ
り高いレベルを含有してもよい。本組成物は通常また、組成物の残りを提供し得る、水お
よび他の添加剤を含有する。好適な液体キャリアは、水、有機溶剤およびそれらの混合物
から選択される。本組成物に用いられる液体キャリアは好ましくは、その低コスト、安全
性、および環境適合性のために少なくとも第一に水である。水と有機溶剤との混合物が使
用されてもよい。好ましい有機溶剤は、エタノール、プロパノール、イソ－プロパノール
またはブタノールなどの、一価アルコール；グリコールなどの、二価アルコール；グリセ
ロールなどの、三価アルコール、および多価（ポリオール）アルコールである。
【０１３０】
　したがって、一態様では、本発明はまた、液体布帛コンディショニング組成物の調製方
法を提供する。液体布帛コンディショニング組成物は、布帛コンディショニング活性物を
溶融させ、それらを他の原料と混合し、次に、水不溶性原料を均質化し、そして分散させ
るために攪拌しながら、混合物を熱水に添加することによって通例調製され得る。
【０１３１】
　別の態様では、本発明はまた、織物ケア剤としての本発明による組成物の使用に関する
。
【０１３２】
　さらに別の態様では、本発明はまた、本発明の組成物を含有する水性媒体を布帛と接触
させる工程を含む布帛のコンディショニング方法を提供する。
【０１３３】
　本発明の組成物は、いわゆるリンスプロセスに使用することができる。典型的には、本
発明の布帛コンディショニング組成物は、（自動布帛洗浄機などの）自動洗濯機のリンス
サイクル中に添加される。本発明の一態様は、自動洗濯洗浄機のリンスサイクル中に本発
明の組成物を投与する工程を提供する。本発明の別の態様は、本発明の組成物と任意選択
的に使用説明書とを含むキットを提供する。
【０１３４】
　リンスプロセスで使用される場合、本組成物は先ず、水性リンス浴液に希釈される。そ
の後、洗剤液で洗浄され、そして第１の非効率的リンス工程（「非効率的」とは、残留洗
剤および／または汚れが布帛で持ち込まれる可能性があるという意味合い）で任意選択的
にリンスされた被洗濯布帛は、希釈組成のリンス液中に入れられる。もちろん、本組成物
はまた、布帛がその中に浸漬されたらすぐに水性浴中へ組み込まれてもよい。その工程の
後に、攪拌が、リンス浴液中で布帛に適用され、洗剤泡をつぶれさせ、そして残留汚れお
よび界面活性剤が除去される。布帛は次に任意選択的に、乾燥前に絞ることができる。
【０１３５】
　したがって、さらに別の態様では、洗剤液中で好ましくは前もって洗浄された、布帛を
、本発明による組成物と接触させる工程を含む、布帛のリンス方法が提供される。本発明
の主題はまた、リンスにおいて泡立ちまたは発泡の低減を提供しながら、そして望ましく
ないフロックの生成なしに、布帛に、とりわけ、高い泡立ち洗剤液中で洗浄された布帛に
布帛柔らかさを付与するための本発明の組成物の使用を包含する。
【０１３６】
　さらに別の態様では、本発明はまた、本発明の組成物を含む水性媒体を、布帛洗浄機の
リンスサイクル中に布帛と接触させる工程を含む布帛の柔軟化方法に関する。
【０１３７】
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　このリンスプロセスは、たらいもしくはバケツ中で手動により、非自動化洗濯機で、ま
たは自動化洗濯機で行われてもよい。手洗いが行われる場合、被洗濯布帛は、洗剤液を除
去され、絞り出される。本発明の組成物は次に、真水に添加されてもよく、布帛は次に、
直接にまたは任意選択の非効率的な第１リンス工程後に、従来のリンス習慣に従って本組
成物を含有する水中でリンスされる。布帛は次に、常法を用いて乾燥させられる。
【０１３８】
　本発明のさらに別の態様では、本発明の組成物を含有する受容器が提供される。受容器
は、組成物の容易な輸送、および同様にユーザーへの組成物の分配を可能にする。本発明
の受容器は、タンク、ボトル、ボックス、チューブなどであってもよい。受容器は、プラ
スチック、ゴム、金属、合成繊維、ガラス、セラミック材料、木材および紙ベースの材料
を含むが、それらに限定されない、様々な材料でできていてもよい。受容器は、立方体、
立方体状、円筒、円錐および不規則形状を含むが、それらに限定されない、取扱いおよび
輸送が容易である任意の形状にあってもよい。受容器は好ましくは、組成物が中に満たさ
れるまたは取り出されるための少なくとも１つの開口部を有する。好ましくは、開口部は
、受容器の最上部にある。受容器はまた、開口部を閉じるための覆いを有してもよい。覆
いは、蓋、ねじ式キャップなどのキャップ、シーリング、栓（ｐｌｕｇ）、栓（ｓｐｉｇ
ｏｔ）などであってもよい。
【０１３９】
　参照により本明細書に援用される特許、特許出願、および刊行物のいずれかの開示が用
語を不明瞭にさせ得る程度まで本出願の記載と矛盾する場合、本記載が優先するものとす
る。
【０１４０】
　以下の実施例は、本発明の実施形態を例示するために含められる。言うまでもなく、本
発明は、記載される実施例に限定されない。
【実施例】
【０１４１】
　以下の試料での組成物は、下に記載されるような原材料および／または手順を用いるこ
とによって調製した。
【０１４２】
原材料
　ＴＥＰ：ジ（パルミチン酸カルボキシエチル）ヒドロキシエチルメチルアンモニウムメ
チルスルフェート；Ｆｅｎｔａｃａｒｅ　ＴＥＰ軟化剤（Ｓｏｌｖａｙ製）；
　ＤＨＴ：二水素化牛脂ジメチルアンモニウムクロリド、Ｆｅｎｔａｃａｒｅ（登録商標
）ＤＨＴ軟化剤（Ｓｏｌｖａｙ製）；
　非イオン性グアー１：２，０００，０００～３，０００，０００ダルトンの分子量を有
するヒドロキシプロピルグアー；
　非イオン性グアー２：約２，０００，０００ダルトンの平均分子量を有する天然グアー
（Ｓｏｌｖａｙ製）；
　カチオン性グアー：１，５００，０００ダルトンよりも下の分子量を有するグアーヒド
ロキシプロピルトリモニウムクロリド；
　ＨＥＣ：ヒドロキシエチルセルロース（Ａｓｈｌａｎｄ製）；
　ＨＰＭＣ　Ｋ２００：ヒドロキシルプロピルメチルセルロース（Ａｓｈｌａｎｄ製）；
　ＨＰＭＣ　Ｋ３５Ｍ：ヒドロキシルプロピルメチルセルロース（Ａｓｈｌａｎｄ製）；
　ＬＲ３０００ＫＣ：第四級化セルロース（Ｓｏｌｖａｙ製）；
　ＬＲ４００：第四級化セルロース（Ｓｏｌｖａｙ製）；
　コンニャクガム（Ｋｏｎｊａｃ　Ｇｕｍ）：第四級化ガラクトマンノース（Ｆｏｏｄｃ
ｈｅｍ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製）；
　フェヌグリークガム（Ｆｅｎｕｇｒｅｅｋ　Ｇｕｍ）：第四級化ガラクトマンノース（
Ｃｈｉｎａ　Ｚｈｅｎｇｚｈｏｕ　Ｒｕｉｈｅｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）；
　タラガム（Ｔａｒａ　Ｇｕｍ）：第四級化ガラクトマンノース（Ｆｏｏｄｃｈｅｍ　Ｉ
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ｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製）；
　カシアガム（Ｃａｓｓｉａ　Ｇｕｍ）：第四級化ガラクトマンノース（Ｌｕｂｒｉｚｏ
ｌ製）；
　ＣＡＴＯ：第四級化デンプン（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ製）。
【０１４３】
布帛コンディショニング組成物の調製手順
　１．１つもしくは複数のグアー、水および添加剤（もしあれば）を第１ビーカーへ添加
し、次にかき混ぜながら５５℃まで加熱した。
　２．ＴＥＰを５５℃で第２ビーカー中で溶融させ、次に第１ビーカーへ添加し、次に混
合物を少なくとも５分間攪拌した。
　３．工程（２）の混合物を３５℃まで冷却し、防腐剤および香料を混合物へ添加した。
　４．混合物のｐＨ値を、１０重量％ＮａＯＨ水溶液で標的値に調整した。
【０１４４】
実施例１：柔軟化性能試験
　布帛コンディショニング組成物試料を、上述の手順を用いることによって（表１に示さ
れる）以下の処方に従って調製した。
【０１４５】

【０１４６】
　柔軟化性能試験のために、２グラムの試料のそれぞれを１リットルの水に希釈した。次
にタオルを、それぞれ、１０分間、異なる試料を含有する水中へ浸漬した（各試料につい
て５つのタオル）。次に、被処理タオルを取り出し、５分間回転させ、一晩乾燥させた。
次に、各被処理タオルの柔らかさを、独立して５人のパネリストによって評価し、その評
価では、パネリストは被処理タオルに触り、被処理タオルの柔らかさを触って調べた（二
重盲検試験）。１が最低の柔らかさを表し、５が最高の柔らかさを表す、１～５のスケー
ルで、被処理タオルの柔らかさを格付けした。その後、同じ試料で処理されたタオル（ｎ
＝２５）の平均柔らかさ格付けを計算した。
【０１４７】

【０１４８】
　表２に例示されるように、試料２は、試料１、３および４と比べて向上した柔軟化性能
を提供した。とりわけ、試料２は、ＴＥＰおよびカチオン性グアーだけを含む試料（試料
３）またはＴＥＰおよび非イオン性グアーだけを含む試料（試料４）と比べて向上した柔
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軟化性能を提供し、ここで、これらの試料（試料２～４）中に存在する多糖の総量は同じ
であった。
【０１４９】
実施例２：湿潤タオルについての芳香寿命試験
　布帛コンディショニング組成物試料を、上述の手順を用いることによって（表３に示さ
れる）以下の処方に従って調製した。
【０１５０】

【０１５１】
　芳香寿命試験のために、２グラムの試料のそれぞれを１リットルの水に希釈した。次に
タオルを、それぞれ、１０分間、異なる試料を含有する水中へ浸漬した（各試料について
１つのタオル）。次に、被処理タオルを取り出し、５分間回転させ、その後香料の匂いの
放出を防ぐために、それぞれ、ジップバック中に密封した。次に、タオルを取り出し、各
被処理タオルの匂いの強さを、独立して１０人のパネリストによって直ちに格付けした（
二重盲検試験）。１が最弱の匂いを表し、４が最強の匂いを表す、１～４のスケールで、
被処理タオルの匂いの強さを格付けした。その後、同じ試料で処理されたタオル（ｎ＝１
０）の平均臭気強度格付けを計算した。
【０１５２】
実施例３：乾燥タオルについての芳香寿命試験
　布帛コンディショニング組成物試料を調製し、タオルを、回転後に、一晩乾燥させ、そ
の後タオルの匂いを格付けしたことを除いて、実施例２に記載されたものと同じ方法で試
験を実施した。
【０１５３】

【０１５４】
　表４に例示されるように、湿潤タオル試験および乾燥タオル試験の両方において、試料
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については処理および乾燥後に）、より強い匂いを示した。結果は、布帛コンディショニ
ング組成物へのカチオン性グアーおよび非イオン性グアーの添加が、向上した芳香寿命を
提供することを示した。
【０１５５】
実施例４：様々な多糖類についての柔軟化性能試験および芳香寿命試験
　布帛コンディショニング組成物試料を、下の表５に示される処方に従って調製した。
【０１５６】

【０１５７】



(27) JP 6535352 B2 2019.6.26

10

20

30
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【０１５９】
　試料を、上に記載されたような方法に従って行う布帛柔軟化試験および芳香寿命試験（
乾燥タオル）にかけた。結果を下の表６に示す。
【０１６０】
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【０１６１】
　表６の結果によって例示されるように、クォート、カチオン性多糖および非イオン性多
糖を含有する試料は、クォートおよび単一の多糖を含有するものと比較して向上した布帛
柔軟化性能および向上した香料デリバリを示した。



(30) JP 6535352 B2 2019.6.26

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｄ０６Ｍ  13/463    (2006.01)           Ｄ０６Ｍ   13/463    　　　　        　　　　　
   Ｄ０６Ｍ  15/03     (2006.01)           Ｄ０６Ｍ   15/03     　　　　        　　　　　
   Ｄ０６Ｍ  13/02     (2006.01)           Ｄ０６Ｍ   13/02     　　　　        　　　　　

(72)発明者  チン，　ター　ウェイ
            シンガポール国　６１２３３７　シンガポール，　ター　チン　ロード　３３７ビー，　１３－５
            ３

    審査官  古妻　泰一

(56)参考文献  特表２００６－５１５０４０（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２００４／０２０４３３７（ＵＳ，Ａ１）　　
              特表２００６－５２０８２３（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２００４／０１４２８４０（ＵＳ，Ａ１）　　
              特開平０７－０２６４６８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－１５６５１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２０１３／０２６６５７（ＷＯ，Ａ１）　　
              特表２０１４－５２４４９９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表平０９－５０３５３６（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第９５／００８９７６（ＷＯ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｃ１１Ｄ　　　１／６２　　　　
              Ａ６１Ｋ　　　８／４０　　　　
              Ａ６１Ｋ　　　８／７３　　　　
              Ｃ１１Ｄ　　　３／３７　　　　
              Ｃ１１Ｄ　　　３／５０　　　　
              Ｄ０６Ｍ　　１３／０２　　　　
              Ｄ０６Ｍ　　１３／４６３　　　
              Ｄ０６Ｍ　　１５／０３　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

